
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 
国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 

平均正答率(％) 全国比較 平均正答率（％） 全国比較 平均正答率（％） 全国比較 平均正答率（％） 全国比較 

浜松市 77.3 ＋1.7 71.0 ＋4.5 63.7 ＋1.5 46.2 ＋2.1 

静岡県 76.9 ＋1.3 69.9 ＋3.4 64.3 ＋2.1 46.6 ＋2.5 

全国 75.6  66.5  62.2  44.1  

自校         

授 業改善サポートブック 中学校版 

平成 2８年度全国学力・学習状況調査結果から 

○Ｈ２５～Ｈ２８年度の経年変化と分析 

○質問紙から見える傾向と改善の視点 

○国語・数学の傾向と授業改善の視点 

平成２８年度全国学力・学習状況調査における浜松市の中学校３年生の結果は上

の表の通りでした。授業改善に取り組んだ成果として、国語Ｂは全国平均を大きく

上回り、その他の教科においても概ね良好な結果となりました。 

 この報告書は、調査結果から見えてきた浜松市の子供の学力傾向や授業への取組

状況と課題、また、それに対して各学校で取り組んでほしいことや授業改善のアイ

ディアについて、以下の項目ごとにまとめてあります。 

はままつの 



 

 

 

  

全国学力・学習 

状況調査報告 

Ｈ２５～Ｈ２８  

経年変化 

浜松市の授業改善の様子 
教科及び質問紙の調査結果の経年比較から、本市の各学校では、課題を踏ま

えた授業改善の取組を意識的に行っていることが見えてきました。下のグラフ

は、特に国語Ａの調査結果から分析したものです。 

※正答数分布における 

浜松市と全国の差グラフ 

横軸：全問題数における正答数 

縦軸：浜松市と全国の正答数ごとの 

割合の差 

割合の差 

平成 25 年度と平成 28年度の比較から（小中国語Ａ） 

浜松市では、授業の始めにめあてやね

らいを示したり、付けたい力を明確にし

た活動を取り入れたりすることで、多く

の子供が見通しを持って学習に取り組め

ています。 

国語科においては、全国学力・学習状

況調査から、毎年明らかになった課題を

中心に、授業改善が進んでいることが分

かりました。 

学年や校種を問わず、先生方が継続し

て授業改善に取り組んできた成果は、正

答数分布にも表れています。 

② 

 

① 

①同じ子供で比較した場合 

子供の本来持っている能力が結果に表

れるのであれば、「Ｈ２５小学校国語Ａ」

と同様の分布になるはずです。しかし、正

答数分布では下位層が減少し、上位層が増

加しました。これは、小中学校両方で授業

改善が進んでいる成果と考えることがで

きます。 

②同じ学年（小６）で比較した場合 

①と同じく、下位層の分布が少なく上位

層が多い分布となっています。各小学校に

おいて、授業改善の取組が継続して行われ

てきた成果と考えられます。 



 

 

 

 

全国学力・学習 

状況調査報告 

 

質問紙 

子供の主体的な学びを生み出す授業づくり 
授業で子供の主体的な学びを引き出すためには、教員が子供に課題を自

分ごととして捉えさせたり、子供が見通しを持って学び続けることができ

る学習過程を工夫したりする必要があります。 

あります。 

（子供）授業では、先生から示される課題や、学級や 

グループの中で、自分たちで立てた課題に対 

して、自ら考え、自分から取り組んでいたと 

思いますか。 
 

（教員）児童生徒は、自らが設定する課題や教員から 

設定される課題を理解して授業に取り組むこ 

とができていると思いますか。 

（子供）授業では、学級やグループの中で自分たち 

で課題を立てて、その解決に向けて情報を集 

め、話し合いながら整理して、発表するなど 

の学習活動に取り組んでいたと思いますか。 
 

（教員）授業において、児童生徒自ら学級やグルー 

プで課題を設定し、その解決に向けて話し 

合い、まとめ、表現するなどの学習活動を 

取り入れましたか。 

浜松市の小中学校では、児童生徒が、教員から示された課題を理解して授業に取り組んだり、授業

において自分たちで課題を設定したりする力が十分ついているとは言えません。また、課題解決の道

すじを児童生徒自らが考えて、自分から取り組むような主体的な学びも、まだ十分とは言えません。 

※子供は児童生徒質問紙、教員は学校質問紙による数値を表す。 

※グラフは、４段階の評価のうち、肯定的な回答をした割合を表す。 

付けたい力を

明確にして、 

単元・題材を構

想しています

か？ 

見通しをもった

学びにつながる

振り返りをさせ

ていますか？ 

学ぶ必要感を

持てる課題が

設定されて 

いますか？ 

子供の実態を

しっかりつか

んでいます

か？ 

改善に向けての視点 

改善しよう 

単元・題材を構

想する前に、必ず

学習指導要領を

読み、その教科・

領域等で付けた

い力を明らかに

しましょう。 

主体的な学びには、

学んだ実感のある振

り返りが必要です。振

り返りカードや自己

評価カードが、子供が

「今日学んだことは

これだ！」と、実感の

もてるものになって

いるか、見直してみま

しょう。 

子供の興味関心

や問題意識を生か

したり、課題を子供

自身の力で解決さ

せたりする等、子供

に学びを任せる部

分を意図的につく

りましょう。 

本単元・題材の学

習にかかわる子供の

実態を正確につかみ

ましょう。毎時間の

子供の表れも丁寧に

見取り、一人一人に

応じた適切な支援や

手立てを講じていき

ましょう。 

Ｑ Ｑ 



 

 

 

  

全国学力・学習 

状況調査報告 

 

質問紙 

対話的で深い学びにつながる授業づくり 

（子供）授業では、学級の友達との間で話し合う活動 

をよく行っていたと思いますか。 

（子供）学級の友達との間で話し合う活動を通じて、 

自分の考えを深めたり、広げたりすることが 

できていると思いますか。 

（教員）学級やグループで話し合う活動を授業などで 

行いましたか。 

（教員）児童生徒は、学級やグループでの話合いなど 

の活動で、自分の考えを深めたり、広げたり 

することができていると思いますか。 

 

話し合い活動の充実は、対話的で深い学びにつながります。授業で子供が思

考の深まりや広がりを実感するためには、目的や方法を明確にして話し合うこ

とが大切です。教材研究の際、子供の表れや思考の流れを想定し、深まりや広

がりを助ける手立ての工夫を考えておくことが必要です。 

浜松市では、授業の中で子供たちが話し合う活動が多く行われています。一方で、話し合う活動を通

して、子供は思考の深まりや広がりに実感がもてず、教員も取組の成果を実感できていないという課題

が見られます。話し合いが学びにつながっていないと言えます。 

※子供は児童質問紙、教員は学校質問紙による数値を表す。 

※グラフは、４段階の評価のうち、肯定的な回答をした割合を表す。 

教科の特性に

応じた学びを

意識していま

すか？ 

 

子供が他者と

「言いたい」「聞

きたい」「一緒に

やりたい」と思

う課題を設定し

ていますか？ 

 

「思考が深ま

る」「思考が広

がる」とは、ど

ういうことで

しょうか？ 

改善に向けての視点 

話し合う目的

や方法は明確

になっていま

すか？ 

各教科・領域等の学習

においては、子供たちが

様々な知識や思考力等

を身に付けていく過程

の中で、「どのような視

点で物事を捉え、どのよ

うに思考していくのか」

という、物事を捉える視

点や思考の枠組みも鍛

えられていきます。各教

科・領域等の見方や考え

方を働かせた学びを意

識しましょう。 

子供が、友達や教

員、学習対象、地域の

人等と主体的にかか

わりたいと思う必然

性のある課題を設定

しましょう。また、交

流によって得た学び

をきちんと振り返る

ことで、子供は交流す

ることに価値を見い

だします。 

思考の深まりや広

がりにつながるよう

に、話し合う目的を

設定して子供にきち

んと伝えましょう。

目的により、人数や

形態を変える等、思

考させる方法は様々

です。 

思考が深まったり広

がったりした子供は、

自分の考えを再構築し

たり、他者から得た考

えの価値に気付いた

り、新たな疑問や意欲

をもったりします。教

員は、学びの中で表れ

る子供の姿をいくつか

思い描き、どの子にと

っても思考が深まり広

がる手立てを講じてい

きましょう。 

 

改善しよう 

Ｑ Ｑ 



国語の授業で学習したことは、将

来、社会に出たときに役に立つと思

いますか。（当てはまる・どちらか

といえば当てはまる） 

 

質問紙調査から見えてきたこと 

国語の授業の内容はよく分かります

か。（当てはまる・どちらかといえば当

てはまる） 

「国語の授業で学習したことが将来役に立つ」と考えている子供は８割
を超えているが、「授業内容がよく分かる」という子供は７割程度である。
学習したことが「役に立つ」と考えている子供と「授業がよく分かる」と
感じている子供の割合は、１０ポイント程度の差がある。 
 
付けた力を子供たちが存分に活用できる場を設定し、「できた」「分かっ

た」「学んだことが役立った」と実感できる授業づくりに取り組む必要が
ある。 

Ｑ Ｑ 
付
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全国学力・学習 

状況調査報告 

 

中学校 国語 

良好だと考えられること 

伝えたいことを明確にして話の組み立て

を考えることができる。 
 

 職場体験の電話依頼のリハーサルで、自分

の伝えたいことを明確にするために、聞き手

への伝わり方を考えて、話の構成を考え直す

ことができた。 

※具体的な生活場面の中で、目的や意図に応 

じて、話したり聞いたりする力が付いてき 

ている。 

説明的文章 Ａ６ 一 
  線部「不思議な機能」
とありますが、ここではどのよ
うな機能のことですか。 

中心となる語や文の内容を捉えたり、登

場人物の言動の意味を考えて内容を理解

したりすることができる。 
説明的文章において、中心となる語の意味

を文脈から捉える問題の正答率は８割以上と

なった。 

また、文学的文章の中で登場人物の言動に

注意して読み、内容を理解する問題の正答率

は９割を越えた。 

 

課題だと考えられること 

語句の意味の理解が不十分であり、文脈

の中で適切に言葉を使うことに課題があ

る。 
 

語句の意味の理解が不十分なため、熟語を

書いたり、漢字一字がもつ意味を正しく捉え

たりすることができなかった。また、慣用句

を文脈の中で適切に使うことができなかっ

た。          →【授業改善例１へ】 

本や文章などから必要な情報を取り出

し、根拠を明確にして自分の考えを書く

ことに課題がある。 
 

【図鑑の説明】から必要な情報を取り出し

て、自分の考えを書く問題で、根拠を示すこ

とは意識されていた。しかし、どの部分を根

拠とするかを明確にして自分の考えを書くこ

とができなかった。  →【授業改善例２へ】 

「不思議な機能」
とは…… 



 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

授業改善例２ 

伝えたいことを支える根拠の示し方が適切かどうかを吟味する授業 

指導のポイント 
筆者の主張を支えているグラフや表などがもつ効果について、十分吟味させる。 

指導例 

「言葉について調べたこと

を報告しよう」 

光村１年「シカの『落ち穂拾い』」 

Ｐ１１８～ 

報告文における図表の役割と効果につ

いて考えさせる。 

「落ち穂拾い」に出会う割合の変化 

教

科

書

本

文 

※資料を活用する際には「①書く目的に応じて集めた資料を取捨選択すること」「②時間的な推移や因果関係などに基づいて

整理すること」等の視点も大切です。 

月ごとの「落ち穂拾い」の 

観察回数の表 

筆

者

の 

フ

ィ

ー

ル

ド

ノ

ー

ト 

 

筆者は、３月から５月にかけて「落ち穂拾い」が多いことを伝えるために、図１を作成したんだね。

図１からは何が分かるかな。 

 

なぜ筆者は表とグラフの両方を載せたのかな。表やグラフの役割やその効果について考えてみよう。

資料を組み合わせて提示することで伝えたいことを支える根拠がはっきりすることがあります。こ

れから報告文を書くときには、「自分の伝えたいことを支える根拠の示し方が適切かどうか」や「資

料をどう示すのか」について、よく考えましょう。 

 

右の表から、３月から５月に「落ち穂拾い」が多いことが分かります。左のグラフからは、４月が特

に「落ち穂拾い」が多いことが分かります。 

ぼくはグラフだけで、春に「落ち穂拾い」が多いことがぱっと分かったよ。グラフだけあれば、右の

表はいらないと思うな。 

 

そうか。やっぱり表とグラフの両方があることに意味があるんだね。 

表はグラフの基となる事実だから載せているんだね。グラフと表を組み合わせることで、伝えたいこ

とを支える根拠がはっきりするね。だから、図１のように表とグラフを組み合わせて示したんだね。

光村図書 １年教科書「シカの落ち穂拾い」（  大和）参照 

「落ち穂拾い」に出会う 

割合の変化のグラフ 

授業改善例１ 

文脈の中で語句を適切に使うことで語句の理解を深める授業 

指導のポイント 

推敲する際に文中の表現を他の言葉で言い換えたり、言葉に対する自分の考えを述べたりすることで

語句の理解を深めさせる。 

指導例 

  
「何とも言えない」という表

現を「息をのむ」と置き換え

ると、美しさがより伝わ 

るかな。 

鑑

賞

文 

…

…

何

と

も

言

え

な

い

美

し

さ

で

あ

っ

た

。

き

っ

と

こ

の

と

き

作

者

は

…

… 

※推敲させる際には、類語辞典を活用して言

い換えの表現を考えるようにさせること

も効果的である。 

指導例 

「スピーチで言葉の世界を広げよう」 

光村 ３年「慣用句・ことわざ・故事成語」 

Ｐ１２７～ 

 

僕の紹介する言葉は「十人十色」です。この言葉の

意味は「人それぞれ、考えや好みなどが各人それぞれ

に違っている」という意味です。日常生活の中でもこ

んなことはありませんか。 

 

※子供が、「ことわざ」や「慣用句」に触れる機会を意図的につ

くっていくことが大切である。授業の中だけでなく、朝の会や

帰りの会などを活用してもよい。 

「短歌の世界を味わおう」 

光村 ２年「新しい短歌のために」 

Ｐ６４～ 

 

鑑賞文を書き、推敲する中で、慣用句や他の言葉で言い

換えたり、表現を書き換えたりする。 

授業の中で「好きなことわざ」「慣用句」について自分の体験

と関係付けて１分間スピーチを行う。 

全国学力・学習状況調査報告 中学校 国語 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

全国学力・学習 

状況調査報告 

中学校 数学 
質問紙調査から見えてきたこと 

良好だと考えられること      課題だと考えられること 

活
用
す
る
こ
と
で 

理
解
を
深
め
る
授
業
づ
く
り
を 

→【授業改善例１へ】 

→【授業改善例２へ】 

数学の授業で学習したことは、将来、社会

に出たときに役に立つと思いますか。（当て

はまる・どちらかといえば当てはまる） 

数学の授業の内容は、よく分かり

ますか。（当てはまる・どちらかと

いえば当てはまる） 学
ん
だ
実
感
が
確
か
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
得
た
知

識
を
活
用
し
、
自
分
の
力
で
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

で
「
分
か
っ
た
」「
で
き
た
」
と
子
供
が
実
感
で
き
る
授
業

づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

基本的な計算力が身に付いている。 

正の数と負の数や整

式の加法と減法の計算

の正答率が高かった。 

－３＋（－７） 

 

問題場面における考察の対象を明確に捉

えることができている。 

最初の数を５と

して、手順通り、

計算すると… 

具体的な数値を、示された手順通りに求め

る問題の正答率が高かった。 

数学用語の意味を理解することに課題

がある。 

代入して得られた数値が「方程式の解」であ

ると、誤った理解をしている。 

前提となる条件が不足している場面にお
いて、加えるべき条件を判断し、それが
適している理由を説明する。 

理由の説明が不十分なため 

に、誤答となっている。 

 

ｘ＝４のときｙ＝９

にするためには、

比例、反比例どち

らの条件を加えれ

ばいいのかな。 

-10 

「数学の授業で学習したことが将来役に立つ」と感じている子供の割

合に比べて、「授業の内容がよく分かる」という子供の割合はやや低い。  

「よく分かる」については、全国をやや下回っている。 

この方程式の解は

６かな。 

 

子供は「何が分かり、何が分かっていないのか」を教員がきちんと見取り、

課題解決に向けて適切な支援を行うことで、「数学の学習は有用である」と

いう子供の思いを理解につなげていく必要がある。 

Ｑ Ｑ 



 

授業改善例１ 

①計算方法や方程式の解き方などの技能に加え、

そこに使われている用語の意味の理解がより確

かなものとなる場面を設定する。 

②日頃から、適切な用語を使って説明する活動を 

設定する。 

Ｃ．左辺と右辺が等しいときです。 

ｘ＝４のとき、左辺と右 

辺が等しくなります。 

だから４がこの方程式 

の解です。 

方程式の解が表れるのは、左辺と右辺の値が 

どんな関係のときかな。 

指導のポイント 

指導例 第１学年「方程式」 

Ｃ．ｘ＝４を代入して得られた１２は、両辺の式

の値です。 

方程式の左辺と右辺にあるｘは、同じ値を表

していたね。ｘに様々な値を代入し、得られ

た値を表にして方程式の解を見付けよう。 

方程式 ３ｘ＝ｘ＋８ の方程式の解を求めま

しょう。 

前に学習した式の値という言葉を使って

方程式の解について説明できますか。 

ｘに値を代入して得られた値のことを何と

いいましたか。 

Ｃ．  左辺と右辺の式の値が等しくなるときの、 

ｘの値が方程式の解です。 

全国学力・学習状況調査報告 中学校 数学 

用語の意味の理解や 

数量の関係を重視した授業 

授業改善例２ 

思考の方法を意識し 

理由を説明する授業 

①前提となる条件が不足している場面で、加え

るべき条件を判断し、それが適している理由

を説明する活動を設定する。 

②「みなして考える」等、思考の方法を意識す 

る。 

指導例 第３学年「関数ｙ＝ａｘ
２

」 

 
ｘ＝２のときのｙの値を求めましょう。 

Ｃ．ｘとｙが比例の関係だとしたら 

ｘ＝３のときはｙ＝９だから 

式はｙ＝３ｘとなります。 

比例の関係が成り立つとすると、 

ｘ＝４のときｙ＝１２となります。 

表ではｙ＝１６だから、比例の関係は成

り立ちません。 

Ｃ．ｘの２乗に比例する関数だとしたら 

ｘ＝３のときｙ＝９だから 

式はｙ＝ｘ
２

となります。 
ｘ＝４のときはｙ＝１６となるから、こ

の表のｙは、ｘの２乗に比例する関数で

正しいといえます。 

だからｙ＝ｘ
２

の式にｘ＝２を代入する

と、ｙ＝４となります。 

Ｃ． 一次関数としたら・・・ 

Ｃ． 反比例の関係としたら・・・ 

指導のポイント 

これまでに、学習した関数にみなして考え

てみましょう。 

 




